
中期計画期間 令和５年４月～令和８年３月（令和５年度）

学校教育目標

１． 広い視野、高い視点、多面的な見方を身につけさせ、ものごとに対する
柔軟な思考力・解析力を培い、論理的頭脳を養う。
２． 旺盛な探究力、豊かな創造力、世界に通じるコミュニケーション能力、
自立力を培うことによって、よりよく生きる知恵を養う。
３． 社会における己の使命を自覚し、積極的に社会に貢献しようとする志を
養う。
４． 人格を陶冶し、有為な社会の形成者としての品格を養う。
５． 幅広い知識と教養を身につけ、豊かな情操と道徳心を培うとともに、健
やかな心身を養う。

中期目標

SSH（スーパーサイエンスハイスクール）、横浜SGHとしての実践研究に取り組
むとともに、中高一貫教育校として「探究力」、「創造力」、「自立力」、
「コミュニケーション能力」の育成を図る。
１． 課題研究を中心とした知識・智恵連動の教育プログラムの開発
２． 科学の心を育成する教育環境の充実
３． 中高を通じて課題研究を進めるための教育課程の開発
４． 世界に通用するコミュニケーション力の育成
５． 横浜市立大学等との連携を軸とした高大接続の研究
６． 内外の多様な教育資源を活用したグローバルリーダー教育の研究開発
７． 授業力向上と学力向上及び進路指導の充実
８． 中高の融合を生かした共創的な教育活動の実践

目標設定の理由

「学問を広く深く学ぼうとする精神と態度を培いながら、生徒一人ひとりが持
つ潜在的な独創性を引き出し、日本の将来を支える論理的な思考力と鋭敏な感
性をはぐくみ、先端的な科学の知識・智恵・技術、技能を活用して、世界で幅
広く活躍する人間を育成する」という、本校の教育理念を実現するため。

重点取組項目 取組目標

 「総合的な探究の時
間」の取組の推進

・「総合的な探究（学習）の時間（サイエンスリテラシー及びサイエンススタ
ディーズ）では、生徒が主体的に考え、行動し、課題解決ができるようになっ
た。」という生徒アンケートにおいて、肯定的な回答が90％以上になることを
目指す。
・中高６年間を通した総合的な探究（学習）の時間（サイエンスリテラシー及
びサイエンススタディーズ）のプログラムの充実を図る。

魅力ある高校教育の推進

・「SSHの指定と中高一貫教育を推進するためのカリキュラムマネジメントを
目指した教育課程が編成されている。」という教職員アンケートにおいて、肯
定的な回答が90％以上になることを目指す。
・個々の希望に応じたキャリア形成を支援する。

グローバル教育・サイエ
ンス教育の推進

・「サイエンスリテラシー、サイエンススタディーズをはじめとする取組によ
るサイエンス教育、オンラインを含む海外研修の実施によるグローバルリー
ダー教育が充実している。」という教職員アンケートにおいて、肯定的な回答
が90％以上になることを目指す。
・サイエンス教育推進の拠点校として、他の市立高校にサイエンス教育の普及
を図る。

＜横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校 中期学校経営方針＞

第４期横浜市教育振興基本計画「新たな時代に向けた高校教育の推進」重点目標

 人材育成の取組目標

１．本校の教育理念及びSSH、横浜SGHへの理解を深め、中高一貫教育校としてその推進に努める雰囲気を
醸成する。
２．主体的・対話的で深い学びの授業研究を日常的に行い、授業力と生徒一人ひとりを支援する力を向上
させる。
３．中高全教職員自身が「サイエンスの力」と「言葉の力」を活用し、「伝え合う」ことでチーム力を向
上させる。


